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２
・
27
連
合
大
阪
２
０
２
６
春

季
生
活
闘
争
総
決
起
集
会

２
月
27
日
（
金
）
に
大
阪
市

の
扇
町
公
園
に
て
、
連
合
大
阪

「
２
０
２
６
春
季
生
活
闘
争
総
決

起
集
会
」
が
お
こ
な
わ
れ
、サ
ー

ビ
ス
連
合
の
加
盟
組
合
役
員
が

参
加
し
ま
し
た
。

集
会
宣
言
は
、
春
季
生
活
闘

争
の
ヤ
マ
場
を
迎
え
る
に
あ
た

り
「“
賃
上
げ
が
あ
た
り
ま
え
の

社
会
”
を
実
現
す
る
、
正
念
場

で
あ
る
。
私
た
ち
は
、
す
べ
て

の
働
く
仲
間
の
生
活
向
上
を
め

ざ
し
、
デ
フ
レ
マ
イ
ン
ド
を
断

ち
切
り
、
結
果
に
こ
だ
わ
り
、

格
差
是
正
に
こ
だ
わ
る
こ
と
」

と
と
も
に
「
よ
り
よ
い
職
場
、

よ
り
よ
い
社
会
、
よ
り
よ
い
未

来
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
対
等

な
交
渉
が
で
き
る
労
働
組
合
の

存
在
意
義
と
集
団
的
労
使
関
係

の
必
要
性
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
、

労
働
組
合
に
集
う
仲
間
の
輪
を

社
会
に
広
げ
よ
う
」
と
力
強
く

参
加
者
全
員
で
確
認
し
ま
し
た
。

２
０
２
６
春
季
生
活
闘
争

連
合
全
国
ア
ク
シ
ョ
ン
２
・
28

中
央
集
会

２
月
28
日
（
土
）、
青
山
公
園

南
地
区
で
開
催
さ
れ
た
２
０
２
６

春
季
生
活
闘
争　

連
合
全
国
ア
ク

シ
ョ
ン
２
・
28
中
央
集
会
に
参
加

し
ま
し
た
。

冒
頭
、
連
合
の
芳
野
友
子
中

央
闘
争
委
員
長
よ
り
挨
拶
が
あ

り
、
交
渉
の
ヤ
マ
場
（
３
月
17

日
～
19
日
）
に
む
け
て
、「
持
続

的
な
賃
上
げ
が
社
会
的
な
ノ
ル

ム
と
な
る
べ
く
機
運
醸
成
を
は

か
り
、
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る

安
心
社
会
を
目
指
し
て
政
策
・

制
度
要
求
の
実
現
に
全
国
で
意

識
を
統
一
し
て
取
り
組
む
」
と

表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

各
共
闘
連
絡
会
議
か
ら
決
意

表
明
が
あ
り
、
流
通
・
サ
ー
ビ

ス
・
金
融
部
門
を
代
表
し
て
サ
ー

ビ
ス
連
合
の
櫻
田
会
長
（
連
合

２
０
２
６
春
季
生
活
闘
争
第

２
回
闘
争
委
員
会
を
３
月
11
日

に
開
催
し
、
16
日
か
ら
20
日
を

集
中
交
渉
期
間
、
17
日
か
ら
19

日
に
は
ヤ
マ
場
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
加
盟
組
合
の
交
渉
状
況

を
共
有
す
る
と
と
も
に
直
近
の

状
況
を
踏
ま
え
た
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
闘
争
委
員
会
が

サ
ー
ビ
ス
連
合
全
体
の
交
渉
を

牽
引
す
る
べ
く
取
り
組
み
を
展

開
し
て
い
き
、
複
数
加
盟
組
合

が
合
意
・
妥
結
に
至
り
ま
し
た
。

２
０
２
６
春
季
生
活
闘
争
第
２

回
闘
争
委
員
会
確
認
事
項（
要
旨
）

サ
ー
ビ
ス
連
合
で
は
、
２
０
２
６

春
季
生
活
闘
争
を
21
世
紀
の

「
真
」の
基
幹
産
業
と
す
る
べ
く
、

人
財
へ
の
投
資
を
前
衛
的
に
打

ち
出
し
、
労
働
条
件
お
よ
び
労

働
環
境
の
整
備
へ
取
り
組
み
を

進
め
ま
し
た
。

特
に
、
物
価
上
昇
を
上
回
る

実
質
賃
金
の
改
善
に
つ
い
て
は
、

日
本
全
体
が
人
手
不
足
の
な
か
、

選
ば
れ
る
産
業
に
な
る
た
め
に
、

産
業
間
の
格
差
是
正
を
意
識
し

労
務
費
を
含
め
た
適
正
な
価
格

転
嫁
と
適
切
な
取
引
を
実
行
す

る
こ
と
で
、
要
求
実
現
へ
近
づ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
私
た
ち
３
業
種
「
ホ

テ
ル
・
レ
ジ
ャ
ー
」「
ツ
ー
リ
ズ

ム
」「
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
」
は
、
労

働
集
約
型
産
業
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
人
財
へ
の
投
資
に
は
、「
総

実
労
働
時
間
の
短
縮
」
や
「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
に
よ
る
多
様
性
や

包
摂
性
の
実
現
」
へ
の
取
り
組

み
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

現
段
階
で
は
、
一
部
合
意
に

至
っ
た
加
盟
組
合
も
あ
り
、
多

く
の
加
盟
組
合
が
サ
ー
ビ
ス
連

合
の
春
闘
方
針
に
基
づ
き
３
月

末
日
ま
で
の
決
着
を
目
指
し
、

粘
り
強
く
鋭
意
交
渉
を
展
開
し

ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
あ
と
要
求
書
を

提
出
す
る
加
盟
組
合
も
あ
る
た

め
、
引
き
続
き
、
交
渉
状
況
と

合
意
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
全

体
で
波
及
効
果
を
生
み
だ
し
、

２
０
２
６
春
季
生
活
闘
争
へ
臨

む
こ
と
と
し
ま
す
。

︿
要
求
・
交
渉
・
合
意
状
況
﹀

３
月
10
日
現
在
で
要
求
書
を

提
出
し
た
加
盟
組
合
は
30
組
合

（
２
０
２
５
春
季
生
活
闘
争
：

37
組
合
）
と
な
り
、
そ
の
う
ち

２
月
末
日
ま
で
に
要
求
書
を
提

出
し
た
加
盟
組
合
は
16
組
合

（
２
０
２
５
春
季
生
活
闘
争
：
24

組
合
）
で
す
。

既
に
要
求
書
を
提
出
し
た
30

組
合
が
賃
金
改
善
の
要
求
を
掲

げ
て
お
り
、28
組
合
（
２
０
２
５

春
季
生
活
闘
争
：
27
組
合
）
が

定
期
昇
給
と
実
質
的
な
賃
金
改

善
を
併
せ
た
６
・
０
％
を
意
識
し

た
要
求
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

ま
た
、
産
業
別
最
低
保
障
賃

金
は
19
組
合
（
２
０
２
５
春
季

生
活
闘
争
：
17
組
合
）が
要
求
し
、

ポ
イ
ン
ト
年
齢
別
最
低
保
障
賃

金
は
16
組
合
（
２
０
２
５
春
季

生
活
闘
争
：
15
組
合
）
が
要
求

し
ま
し
た
。

一
時
金
に
つ
い
て
は
、
27
組

合
（
２
０
２
５
春
季
生
活
闘
争
：

37
組
合
）
で
要
求
を
お
こ
な
っ

て
お
り
、
水
準
は
サ
ー
ビ
ス
連

合
の
要
求
基
準
年
間
４
・
０
カ
月

を
意
識
し
て
要
求
を
掲
げ
る
加

盟
組
合
が
目
立
ち
ま
し
た
。

総
実
労
働
時
間
短
縮
に
む
け

た
要
求
は
、
16
組
合
が
休
日
数

の
増
加
や
１
日
の
所
定
労
働
時

間
の
短
縮
、
時
間
単
位
年
休
の

制
度
導
入
を
は
じ
め
と
し
た
年

次
有
給
休
暇
の
取
得
促
進
な
ど

を
要
求
し
て
い
ま
す
。
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
に
よ
る
多
様
性
・
包

摂
性
の
実
現
に
関
す
る
要
求
は
、

13
組
合
が
子
の
看
護
休
暇
等
・

介
護
休
暇
の
有
給
化
や
60
歳
以

降
の
労
働
条
件
改
善
や
外
国
人

労
働
者
の
労
働
環
境
整
備
の
要

求
を
し
て
い
ま
す
。
従
業
員
の

健
康
管
理
に
関
す
る
要
求
は
、

３
組
合
が
、
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ

ル
制
度
の
導
入
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
な
ど
の
要
求

を
掲
げ
る
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
連
合

２
０
２
６
春
季
生
活
闘
争
方
針

に
則
り
要
求
を
し
て
い
ま
す
。

︿
加
盟
組
合
の
取
り
組
み
﹀

す
べ
て
の
加
盟
組
合
は
、サ
ー

ビ
ス
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
産
業
が
、

21
世
紀
の
基
幹
産
業
と
し
て
、

持
続
的
な
産
業
の
発
展
に
む
け

た
、
人
財
へ
の
前
衛
的
な
投
資

が
必
要
で
あ
る
と
の
共
通
認
識

の
も
と
、
誰
も
が
働
き
た
い
、

働
き
続
け
た
い
と
思
え
る
産
業

の
実
現
を
目
指
し
て
要
求
を
掲

げ
、
３
月
末
日
ま
で
の
決
着
に

む
け
て
、
粘
り
強
く
交
渉
に
臨

み
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
中
期
的
な
賃

金
目
標
「
35
歳
年
収　

５
５
０
万

円
」
お
よ
び
「
年
間
総
実
労
働

時
間
１
８
０
０
時
間
」
の
実
現

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
よ
る
多
様

性
・
包
摂
性
」
の
実
現
に
む
け
、

「
２
０
２
６
春
季
生
活
闘
争
方

針
」
に
則
り
、
労
働
条
件
向
上
と

労
働
環
境
整
備
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

消
費
者
物
価
を
上
回
る
実
質

賃
金
の
改
善
と
、
産
業
間
格
差

の
是
正
に
む
け
、
定
期
昇
給
な

ど
の
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
を
含
め

６
・
０
％
の
賃
金
改
善
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
加
盟
組
合
は
、
取
り

組
み
状
況
を
速
や
か
に
闘
争
委

員
会
へ
報
告
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

︿
当
面
の
日
程
﹀

（
１
）
機
関
会
議
等

２
０
２
６
年
４
月
15
日

　

�

第
９
回
中
央
執
行
委
員
会

（
２
０
２
６
春
季
生
活
闘
争

　

第
３
回
闘
争
委
員
会
）

（
２
）
連
合
・
共
闘
関
連

２
０
２
６
年
４
月
６
日

交
運
労
協　

三
役
・
幹
事
会

２
０
２
６
年
４
月
７
日

　

�

連
合　

２
０
２
６
春
季
生
活

闘
争　

４
・
７
中
小
組
合
支
援

共
闘
推
進
集
会

２
０
２
６
年
４
月
10
日

　

�

連
合　

第
１
回
サ
ー
ビ
ス
・

一
般
部
門
連
絡
会

（
３
）
情
報
発
信

２
０
２
６
年
４
月
８
日

　

�

記
者
懇
談
会
（
３
月
31
日
現

在
の
交
渉
状
況
を
発
信
）

２
０
２
６
春
季
生
活
闘
争

２
０
２
６
春
季
生
活
闘
争

交
渉
の
ヤ
マ
場
迎
え
る

交
渉
の
ヤ
マ
場
迎
え
る

副
会
長
）
が
「
人
へ
の
先
行
投

資
と
持
続
的
な
賃
上
げ
に
む
け

て
結
果
に
こ
だ
わ
っ
て
闘
い
抜

き
た
い
」
と
力
強
く
決
意
表
明

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

中
央
集
会
後
は
、
青
山
公
園

か
ら
代
々
木
公
園
ま
で
ア
ク

シ
ョ
ン
デ
モ
を
お
こ
な
い
、
沿

道
の
人
々
に
「
こ
だ
わ
ろ
う
！

く
ら
し
の
向
上
」「
ひ
ろ
げ
よ

う
！
仲
間
の
輪
」
な
ど
と
呼
び

か
け
、
機
運
醸
成
を
図
る
運
動

へ
取
り
組
み
ま
し
た
。

３・１
連
合
愛
知
２
０
２
６
春
季

生
活
闘
争
１
万
人
総
決
起
集
会

３
月
１
日
（
日
）、
名
古
屋

市
の
久
屋
大
通
公
園
（
エ
ン
ゼ

ル
広
場
）
に
て
、
連
合
愛
知

「
２
０
２
６
春
季
生
活
闘
争
１
万

人
総
決
起
集
会
」
が
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。

集
会
に
先
駆
け
た
デ
モ
で

は
、「
賃
上
げ
で
家
族
に
安
心

を
！
」「
賃
上
げ
で
く
ら
し
の
向

上
を
！
」
な
ど
と
沿
道
に
呼
び

か
け
ま
し
た
。

集
会
で
は
、「
全
体
の
賃
上
げ

５
％
」「
企
業
規
模
間
格
差
是
正

６
％
」「
雇
用
形
態
格
差
是
正

７
％
」
な
ど
、
要
求
実
現
に
む

け
て
力
強
く
決
意
表
明
が
な
さ

れ
、
要
求
貫
徹
に
む
け
た
機
運

醸
成
を
図
り
ま
し
た
。

2026春季生活闘争　第２回闘争委員会

2.28中央集会にて櫻田会長による決意表明

交
運
労
協
・
連
合
「
交
通
・
運
輸
」

部
門
「
２
０
２
６
春
季
生
活
闘

争
勝
利
３・２
総
決
起
集
会
」

３
月
２
日
（
月
）、
田
町
交

通
ビ
ル
に
て
交
運
労
協
・
連
合

「
交
通
・
運
輸
」
部
門
に
よ
る

２
０
２
６
春
季
生
活
闘
争
勝
利

３
・
２
総
決
起
集
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

集
会
宣
言
で
は
、
交
運
労
協

２
０
２
６
春
季
生
活
闘
争
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
「
国
民
生
活
と
経

済
を
支
え
る
私
た
ち
は
キ
ー

ワ
ー
カ
ー
！
さ
ら
な
る
賃
上
げ

と
労
働
条
件
の
向
上
を
勝
ち
取

ろ
う
！
」
と
掲
げ
、
今
次
春
季

生
活
闘
争
を
社
会
に
必
要
不
可

欠
な
交
通
運
輸
・
観
光
サ
ー
ビ

ス
産
業
の
持
続
的
な
成
長
を
担

保
し
う
る
人
財
確
保
に
む
け
た

闘
い
と
位
置
付
け
て
、
闘
い
抜

く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

連
合
２
０
２
６
春
季
生
活
闘
争

３・８
国
際
女
性
デ
ー
全
国
統
一

行
動
中
央
集
会

３
月
６
日
（
金
）、
有
楽
町
よ

み
う
り
ホ
ー
ル
に
お
い
て
連
合

２
０
２
６
春
季
生
活
闘
争
３
・
８

国
際
女
性
デ
ー
全
国
統
一
行
動

中
央
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
連
合
は
全
て
の
加
盟

組
合
に
現
地
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
参
加

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

春
季
生
活
闘
争
の
機
会
を
捉

え
、
男
女
間
賃
金
格
差
の
是
正
、

女
性
活
躍
推
進
、
両
立
支
援
の
促

進
、
あ
ら
ゆ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対

策
や
差
別
の
禁
止
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
、
多
様
性
が
尊
重
さ
れ
る

職
場
・
社
会
の
実
現
に
む
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
私
た
ち

一
人
一
人
が
で
き
る
こ
と
を
考

え
て
行
動
し
、
労
働
組
合
の
強

み
を
活
か
し
た
力
の
結
集
に
よ

り
、
誰
も
が
多
様
性
を
認
め
合

い
、
互
い
に
支
え
合
う
、
公
正

な
職
場
・
社
会
を
実
現
し
て
い
く

こ
と
を
盛
り
込
ん
だ
集
会
ア
ピ
ー

ル
を
力
強
く
確
認
し
ま
し
た
。

闘争委員会で粘り強い
交渉を呼び掛ける
宇髙会長代理

（組織支援局長）



（2）2026 年 4月１日（第 93 号） サービス連合

加
盟
組
合
役
員
基
礎
研
修
を
開
催

「サービス連合の政策（2026年１月～12月）」～現場の声を政策に反映～
１月 14 日に開催された第６回中央執行委員会にて「サービス連合の政策（2026 年１月～ 12 月）」
が確認されました。
本政策は、昨年 4月～ 6月にかけて加盟組合からの意見集約を基に、各政策委員会にて議論を
重ね、取りまとめられました。本政策は、産業政策（観光政策・物流政策）・労働政策・社会政策
の３つの柱で構成し、前年のサービス連合の政策を修正・見直しを図りつつ、現状の課題感に沿っ
た内容を盛り込みました。
観光政策では、今回新たにインバウンド対策として、訪日外国人へのマナー周知とごみ対策、
ツーリストシップの重要性、需要の平準化と地域分散をアウトバウンド対策として、シニア層の
旅行需要拡大、休暇制度の拡充と取得推進を強く求めています。また財源確保の観点から、宿泊税、
国際観光旅客税、二重価格、外国人旅行者向け消費税免税制度についてもサービス連合としての
提言を示しました。
次に物流政策では、人財課題の更なる認知度向上にむけた取り組み、専門知識の習得支援や制
度普及啓発を訴えています。また、円滑な輸出入手続きにおいては、今年 1月より実施されてい
るKS/RA制度の厳格化対応への準備や懸念点、制度改定を強く求めています。世界経済、世界情
勢が混沌とする世の中にあって、国際物流におけるフォワーダーの役割は非常に大きいものがあ
り、人々の生活になくてはならない産業であることをもっと世間に知っていただけるよう訴えて
まいります。
次に労働政策では、主に長時間労働の是正、年次有給休暇取得推進の他、今回有給病気休暇（シッ
クリーブ）制度の理解促進と導入への後押し、外国人労働に関する就労ビザ「技術・人文知識・
国際業務」の業務範囲拡大について求めています。
次に社会政策では、特に観光産業、フォワーダー業において適正な商取引と消費者の理解促進
が大きな課題です。法律も下請法から取適法へと名称変更含め改定がなされました。まだまだ顧
客や荷主の立場が強い産業ですが、商品・サービスの適正な価格転嫁への理解が深まるよう求め
ています。
また今回、再度世界平和への意識を強く訴えてまいります。昨今の世界情勢は非常に不安要素
が高くなってきています。戦後 80 年をむかえ、日本人として「平和への思い」をそれぞれが考え、
行動し、観光産業が果たす役割をもう一度見直す必要があります。サービス連合では、世界の恒
久平和の実現を基本理念に掲げています。サービス・ツーリズム産業の持続的発展のために、「平
和な社会」を求めています。

「サービス連合の政策」の中から、「中期目標の実現に資するもの」、「早期に実現を目指すべき
もの」、「早期の実現は難しいが重要度合いが非常に高く、重点的、または中期的に取り組みを進
める必要があるもの」を抽出して重点政策を策定しました。重点政策は加盟組合の職場の声を踏
まえ、産業課題、職場課題を解決し、産業の持続可能な成長と働く者の労働条件等の向上にむけて、
働く者の立場からの意見として取りまとめたものです。政党や国会議員、関係省庁や業界団体な
どに実現にむけた働きかけをおこないます。
　
Ⅰ．観光産業を基幹産業として明確な位置付け、産業への成長投資を
人口減少が進む我が国において地域経済・日本経済の発展にむけて、すそ野が広く他産業への
経済波及効果も高い観光産業を、国の基本政策で基幹産業として明確に位置付け、更なる観光振
興を推し進めるため、観光産業への成長投資をおこなうことを求めます。また、観光の持続可能
な発展のためには観光関連産業で働く者が誇りを持って働き活躍できるよう、賃金水準や労働環
境の整備についても改善を図る施策を求めています。
①先行投資も含めた観光分野への財源確保と十分な予算措置
観光事業者を後押しするためにも十分な財源確保と予算措置をはかったうえで、観光分野にお
ける設備投資等への負荷軽減に資する支援策と働く者への先行投資としての人財支援策を講じる
ことを求めています。

②観光教育の推進
観光教育を更に強化し、日本経済や地域経済への波及効果や雇用創出など、国民の観光への正
しい認識を深めるとともに、観光の経済効果と意義の更なる周知を求めています。

Ⅱ．価格転嫁の推進
①観光分野における適正な価格転嫁の推進
コンプライアンスを遵守した公正取引の推進と各事業者が主体的におこなうことを前提としたう
えで、国の基本政策において、観光事業者における労務費を含めた適正な価格転嫁の推進と事業者
間の価格転嫁及び取引の適正化の推進を求めています。

②フォワーダーにおける適正な価格転嫁の推進
事業者は、発注者の方が取引上の立場が強く、受注者からは価格転嫁を言い出しにくい状況に
あることを踏まえ、適切な価格交渉をつうじた、労務費も含めた価格転嫁が適切に行われる環境
整備にむけて、継続した取り組みを求めています。

Ⅲ．円滑な輸出入手続きにむけて
①ＫＳ /ＲＡ制度の改定
旅客における保安検査の実施主体を空港管理者に移行する方向性で進んでいますが、航空貨物
については未だ民間事業者が一定の責任のもとで対応しているのが現状で、国際基準や国際的な
責任の観点からも、航空貨物において国が主体となって航空保安全体をマネジメントすることが
本来あるべき姿であり、「KS/RA制度」と「危害行為防止基本方針」等の改定により、国が特定
荷主を認定する制度に改定することを求めています。

②検査体制厳格化への対応
現状、従来の爆発物検査機を用いたカートン単位での検査が認められる経過措置が設けられて
いるが、厳格化にむけた対応を現場でおこなうにあたり様々な課題があり、引き続き制度の定着
とスムーズな移行ができるよう、国としての支援を求めています。

Ⅳ．フォワーダーの認知度向上
若者などに対して、フォワーダーの社会的な役割とともに魅力を広く伝えることにより、業界
を志してもらえるよう、認知度向上にむけた取り組みを求めています。

Ⅴ．長時間労働の是正を通じた生産性の向上
法定休日を週２日以上にするなど、休日取得を推進するための法改正を求めています。また、
病気やけがなど、私傷病の際に取得することができる特別な有給休暇制度を年次有給休暇とは別
に設けることへの理解促進と導入への後押しを国に求めています。

Ⅵ．従業員のプライバシー保護にむけて
従業員のプライバシーが十分に守られていないことにより、氏名などの個人情報が SNS にさら
されるケースが想定されます。また、従業員が SNS 上で氏名や勤務先を公表することは、情報漏
洩や迷惑動画の投稿、拡散につながるリスクもあります。事業者や業界団体と連携したうえで、
労働者のプライバシー保護のあり方について検討を進めるよう求めています。

Ⅶ．育児休業取得率の向上
男性の育児休業取得率等の公表は、2025 年４月から従業員が 300 人超 1000 人以下の企業にも義
務化されましたが、１日でも取得していれば取得率にカウントされる仕組みであり、公表の義務
化の課題をクリアするためだけに取得するケースも見られ、企業の取得実態と公表義務化の趣旨
が合致しているとは言い難い現状です。公表義務化において、現行の育児休業取得率だけでなく、
育児休業取得期間についても一定の水準を設定するよう求めています。

Ⅷ．世界平和にむけて
第 2次世界大戦の終結から 80年が経過し、全世界をみると平和は当たり前ではない状況です。世
界の平和にむけて、平和の尊さを認識し、戦争がいかに多くの悲しみをもたらすか、平和の大切さ
を次の世代に語り継ぐ取り組みの拡大を求めています。

2026年度の重点政策を策定

東京会場

大阪会場

２
０
２
５
年
11
月
14
日
、
17

日
に
加
盟
組
合
役
員
基
礎
研
修

を
東
京
・
大
阪
・
名
古
屋
の
３

拠
点
、
会
場
と
Ｗ
ｅ
ｂ
の
併
用

で
開
催
し
ま
し
た
。

本
研
修
は
役
員
歴
が
１
～
２

年
目
の
組
合
役
員
を
対
象
と
し
、

労
働
組
合
の
意
義
や
職
場
課
題

へ
の
対
応
方
な
ど
に
つ
い
て
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
も
実
施
し

て
幅
広
い
内
容
を
取
り
扱
い
ま

し
た
。

１　
労
働
組
合
の
意
義
と
効
果

前
半
で
は
、
労
働
三
権
や
労

働
組
合
法
な
ど
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。
労
働
条
件
の
決
定
プ

ロ
セ
ス
を
例
に
用
い
、
労
働
基

準
法
、
就
業
規
則
、
労
使
協
定
、

労
働
協
約
そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
に

つ
い
て
解
説
し
、
総
合
労
使
協

議
体
制
を
敷
き
、
労
使
対
等
な

立
場
で
交
渉
し
て
い
く
必
要
性

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
後
半

で
は
労
働
組
合
に
と
っ
て
、
人

財
・
財
政
と
い
っ
た
労
働
組
合

の
土
台
作
り
や
、
活
動
を
進
め

る
う
え
で
５
Ｗ
１
Ｈ
を
合
わ
せ

る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

２　
労
働
組
合
の
種
類
と
役
割

企
業
別
労
働
組
合
・
産
業
別

労
働
組
合
・
連
合
（
ナ
シ
ョ
ナ

ル
セ
ン
タ
ー
）
の
役
割
の
違
い

に
つ
い
て
触
れ
た
う
え
で
産
別

活
動
の
意
義
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

３　

�

労
働
者
自
主
福
祉
運
動
に

つ
い
て

労
働
者
自
主
福
祉
運
動
の
な

り
た
ち
を
紹
介
し
た
の
ち
、
こ

く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
、
ろ
う

き
ん
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
と
保
障

内
容
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

４　
活
動
活
性
化
の
ヒ
ン
ト

執
行
委
員
と
職
場
委
員
が
連

携
し
た
う
え
で
、
職
場
の
意
見

集
約
の
徹
底
、
意
見
反
映
に
お

け
る
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
等
の
知
識

の
重
要
性
、
執
行
委
員
会
の
定

期
開
催
の
重
要
性
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。
最
後
の
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
で
は
、
職
場
か
ら
の
意

見
を
例
題
と
し
て
設
定
し
、
組

合
役
員
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
く
の
か
、
ワ
ー
ク
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。
特
に
主
観

で
は
な
く
客
観
的
な
視
点
に
立

拠点 開催日時 場所 参加
者数

大阪
会場

2025 年
11月14日（金）

近鉄・都ホテ
ルズ労働組合 

会議室
17 名

東京
会場

2025 年
11月17日（月）

サービス連合
本部 会議室 30 名

名古屋
会場

2025 年
11月17日（月）

名鉄観光サー
ビス労働組合 

会議室
7 名

「2026 年度の重点政策（2026 年４月～ 2027 月３月）」項目

Ⅰ．�観光産業を基幹産業として明確な位置付け、産業への成長投資を
　①�先行投資も含めた観光分野への財源確保と十分な予算措置
　②観光教育の推進
Ⅱ．価格転嫁の推進
　①観光分野における適正な価格転嫁の推進
　②フォワーダーにおける適正な価格転嫁の推進
Ⅲ．円滑な輸出入手続きにむけて
　①ＫＳ /ＲＡ制度の改定
　②検査体制厳格化への対応
Ⅳ．フォワーダーの認知度向上
Ⅴ．長時間労働の是正を通じた生産性の向上
Ⅵ．従業員のプライバシー保護にむけて
Ⅶ．育児休業取得率の向上
Ⅷ．世界平和にむけて

「2026 年度の重点政策（2026 年４月～ 2027 月３月）」
～産業のさらなる発展にむけ重点課題を抽出～

ち
、
組
合
員
か
ら
の
意
見
に
つ

い
て
は
事
実
に
基
づ
い
て
解
決

に
導
い
て
い
く
こ
と
の
重
要
性

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
潜
在
化
し
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
課
題
に
つ
い
て
、
想
像

を
働
か
せ
て
対
応
し
て
い
く
こ

と
も
組
織
強
化
に
不
可
欠
な
要

素
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
つ
う
じ
て

各
加
盟
組
合
に
お
け
る
職
場
課

題
も
共
有
さ
れ
、
業
種
に
よ
る

課
題
の
違
い
な
ど
に
つ
い
て
も

副
次
的
な
気
付
き
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
を
個
別
に
各
加

盟
組
合
で
実
施
す
る
こ
と
も
可

能
で
す
。
ご
希
望
の
加
盟
組
合

は
サ
ー
ビ
ス
連
合
本
部
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
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東日本ブロック（仙台会場）

東日本ブロック（ツーリズム）

中部ブロック（フォワーダー）

２
０
２
６
年
２
月
、
７
つ
の

地
域
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
第
２

回
学
習
会
、
第
３
回
業
種
別
交

流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回

は
東
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
が
広
域
に

わ
た
る
こ
と
を
受
け
、
仙
台
会

場
も
設
定
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

第
２
回
学
習
会
で
は
労
働
者

自
主
福
祉
運
動
に
つ
い
て
学
習

し
ま
し
た
。
今
回
は
こ
れ
ま
で

の
内
容
に
加
え
て
、
労
働
者
自

主
福
祉
運
動
の
歴
史
に
つ
い
て

も
学
び
ま
し
た
。

～
労
働
者
自
主
福
祉
運
動
の
歴

史
を
振
り
返
り
、
運
動
の
輪
を

広
げ
よ
う
～

第
２
回
学
習
会
「
労
働
者
自
主

福
祉
運
動
の
拡
大
」
を
開
催

①
労
働
者
自
主
福
祉
運
動
の
意
義

労
働
者
自
主
福
祉
運
動
の
父

と
呼
ば
れ
た
賀
川
豊
彦
氏
の
運

動
を
振
り
返
り
、
そ
の
重
要
性

や
意
義
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
ま
し
た
。
賀
川
豊
彦
氏
は

１
８
８
８
年
神
戸
に
生
ま
れ
た

の
ち
、
病
弱
な
体
で
あ
り
な
が

今
年
度
も
11
月
を
「
メ
ニ
ュ
ー
表
示
適
正
強
化
月
間
」
と
し
て
点
検

活
動
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
26
組
織
（
職
場
）
か
ら
の
報
告
（
要
旨
）

（
１
）�

11
月
に
メ
ニ
ュ
ー
表
示
が
適
正
で
あ
る
か
点
検
・
確
認
を
お
こ

な
っ
た
か

　

①
日
頃
か
ら
点
検
・
確
認
を
お
こ
な
っ
て
い
る

　

�

61
・
5
％　
　

昨
年
50
％　
　

　

②
今
回
、
点
検
・
確
認
を
お
こ
な
っ
た

　

�

34
・
6
％　
　

昨
年
40
％　
　

　

③
点
検
・
確
認
を
お
こ
え
え
な
か
っ
た

　

�

3
・
9
％　
　

昨
年
10
％　
　

（
２
）
ど
こ
が
主
導
で
お
こ
な
っ
た
か

　

①
会
社
主
導
で
お
こ
な
っ
た　
　
　

68
％　
　
　
　

昨
年
61
・
1
％

　

②
労
働
組
合
主
導
で
お
こ
な
っ
た　

４
％　
　
　
　

昨
年
11
・
1
％

　

③
労
使
共
同
で
お
こ
な
っ
た　
　
　

28
％　
　
　
　

昨
年
22
・
2
％

（
３
）�

適
正
な
メ
ニ
ュ
ー
表
示
に
つ
い
て
会
社
と
の
労
使
協
議
や
意
見

交
換
を
実
施
し
た
か

　

①
実
施
し
た　
　
　
　
　
　
　
　
　

30
・
8
％　
　

昨
年
32
・
5
％

　

②
今
後
実
施
予
定　
　
　
　
　
　
　

15
・
4
％　
　

昨
年
25
％

　

③
実
施
し
な
い　
　
　
　
　
　
　
　

53
・
8
％　
　

昨
年
42
・
5
％

（
４
）
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
た
か

　

①
掲
示
し
た　
　
　
　
　
　
　
　
　

65
・
4
％　
　

昨
年
77
・
5
％

　

②
掲
示
し
な
か
っ
た　
　
　
　
　
　

34
・
6
％　
　

昨
年
22
・
5
％

回
答
の
う
ち
、
25
組
織
で
メ
ニ
ュ
ー
表
示
が
適
正
で
あ
る
か
ど
う
か

点
検
・
確
認
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、
風
化
さ
せ
な
い
た
め
の
取
り
組
み

が
一
定
程
度
定
着
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
約
5
割
の
組

織
で
は
、
会
社
と
の
労
使
協
議
を
既
に
実
施
済
や
今
後
協
議
予
定
の
状

況
で
す
。
一
方
で
労
使
協
議
は
実
施
し
な
い
と
回
答
し
た
割
合
は
前
年

度
よ
り
も
10
％
程
度
増
え
て
お
り
、
メ
ニ
ュ
ー
表
示
適
正
化
の
取
り
組

み
が
一
定
程
度
浸
透
し
て
い
る
も
の
の
、
一
部
で
は
課
題
認
識
が
低
下

し
て
い
る
状
況
に
あ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
メ
ニ
ュ
ー
表
示
問
題

の
発
生
か
ら
12
年
の
月
日
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
メ
ニ
ュ
ー
表
示
適
正

化
の
取
り
組
み
が
風
化
し
て
し
ま
う
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
引
き
続
き
労
使
双
方
で
メ
ニ
ュ
ー
表
示
適
正
化
に
む
け
た
取
り
組

み
の
重
要
性
を
認
識
し
、
点
検
活
動
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ら
「
い
ず
れ
亡
く
な
る
命
で
あ

れ
ば
、
自
分
の
人
生
を
困
っ
た

人
の
救
済
に
さ
さ
げ
た
い
」
と

自
ら
神
戸
の
ス
ラ
ム
街
に
移
り

住
み
ま
す
。
そ
こ
で
、
無
料
診

断
所
や
、
簡
易
宿
泊
所
、
職
場

相
談
所
、一
膳
飯
屋
「
天
国
屋
」

な
ど
を
開
業
し
、
弱
者
救
済
に

奔
走
し
ま
し
た
。
や
が
て
、
留

学
の
た
め
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た

際
に
、
労
働
組
合
の
デ
モ
行
進

を
目
の
当
た
り
に
し
「
救
済
だ

け
で
は
限
界
が
あ
る
。
労
働
者

が
団
結
を
し
て
社
会
の
仕
組
み

を
変
え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
」
と
思
い
、
帰
国
後
は
労

働
組
合
や
日
本
農
民
組
合
の
設

立
に
関
わ
り
、
労
働
者
の
権
利

や
農
民
の
地
位
向
上
を
指
導
し

ま
し
た
。
ま
た
、
協
同
組
合
運

動
・
生
協
の
設
立
に
も
携
わ
り

　
「
一
人
が
万
人
の
た
め
に
、
万

人
が
一
人
の
た
め
に
」
と
い
う

精
神
の
も
と
、消
費
者
組
合
（
現

在
の
コ
ー
プ
の
前
身
）
や
共
済

組
合
を
設
立
・
育
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
流
れ
か
ら
、
終
戦
後

は
労
働
者
の
た
め
の
銀
行
・
労

働
金
庫
が
設
立
さ
れ
、
そ
の
数

年
後
大
阪
に
て
火
災
共
済
事
業

が
始
ま
り
、
こ
く
み
ん
共
済
ｃ

ｏ
ｏ
ｐ
の
前
身
で
あ
る
労
済
連

が
誕
生
し
ま
し
た
。

今
で
は
当
た
り
前
の
よ
う
な

存
在
に
な
っ
て
い
る
ろ
う
き
ん

や
こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
で

す
が
、
先
人
た
ち
が
何
か
を
変

え
た
い
と
立
ち
上
が
っ
て
積
み

上
げ
て
き
た
活
動
で
あ
り
、
そ

れ
は
現
在
の
労
働
組
合
運
動
に

も
通
じ
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。

今
回
賀
川
豊
彦
氏
の
名
前
を
初

め
て
聞
い
た
参
加
者
も
多
く
、

そ
の
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
は
、
大
き

な
意
義
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

②�

労
働
者
自
主
福
祉
運
動
の
輪

を
広
げ
て
い
こ
う
！

実
際
に
自
組
織
の
中
で
ろ
う

き
ん
運
動
や
、
こ
く
み
ん
共
済

ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
の
商
品
を
ど
の
よ
う

に
展
開
し
て
い
け
ば
良
い
か
、

実
践
的
な
内
容
を
学
習
し
ま
し

た
。
ま
ず
初
め
の
ス
テ
ッ
プ
と

し
て
、
将
来
の
備
え
や
日
常
の

リ
ス
ク
な
ど
、
一
般
的
に
起
こ

り
う
る
も
の
を
想
定
し
て
お
く

こ
と
、次
に
組
合
員
が
何
に
困
っ

て
い
る
の
か
な
ど
状
況
を
把
握

し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

特
に
組
合
員
の
お
困
り
ご
と
に

つ
い
て
は
、
労
働
条
件
や
労
働

環
境
に
関
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
に

留
ま
ら
ず
、
生
活
面
や
人
生
設

計
な
ど
広
く
把
握
す
る
こ
と
も

重
要
で
す
。
そ
し
て
、
自
社
の

労
働
条
件
制
度
や
福
利
厚
生
制

度
で
、
そ
の
課
題
が
カ
バ
ー
で

き
な
い
場
合
は
、
ろ
う
き
ん
や

こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
の
保

障
に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と
が

有
効
な
打
ち
手
で
あ
る
と
い
う

事
を
学
び
ま
し
た
。
そ
し
て
最

後
に
、
ろ
う
き
ん
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
手

数
料
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
の
紹

介
と
、
こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ

ｐ
の
マ
イ
カ
ー
共
済
団
体
割
引
、

サ
ー
ビ
ス
連
合
新
年
金
、
団
体

生
命
共
済
に
つ
い
て
、
サ
ー
ビ

ス
や
保
障
の
内
容
を
学
び
ま
し

た
。
労
働
者
自
主
福
祉
運
動
は

毎
日
の
積
み
重
ね
と
、
一
人
ひ

と
り
が
「
誰
か
の
た
め
に
自
分

の
力
を
分
け
た
い
」「
み
ん
な
の

た
め
に
活
動
し
た
い
」
と
思
う

気
持
ち
が
重
要
で
す
。
そ
の
こ

～
学
び
を
深
め
交
流
を
深
め
、産
別
と
し
て
さ
ら
な
る
連
帯
を
～

第
２
回
学
習
会
、第
３
回
業
種
別
交
流
会
を
開
催

メ
ニ
ュ
ー
表
示

適
正
強
化
月
間

取
り
組
み
報
告

と
を
結
び
と
し
て
、
学
習
会
は

閉
会
し
ま
し
た
。

～
２
０
２
６
春
季
生
活
闘
争
に

む
け
て
、
現
状
と
課
題
を
共
有
～

第
３
回
業
種
別
交
流
会

２
月
と
い
う
事
も
あ
り
、
春

季
生
活
闘
争
の
交
渉
が
本
格
化

す
る
前
に
、
加
盟
組
合
の
要
求

内
容
検
討
状
況
に
つ
い
て
互
い

に
情
報
交
換
を
し
ま
し
た
。

賃
金
改
善
に
つ
い
て
は
、
加

盟
組
合
ご
と
に
賃
金
体
系
が
異

な
る
た
め
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
と

定
期
昇
給
の
仕
組
み
の
違
い
な

ど
に
つ
い
て
も
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。
一
時
金
に
つ
い
て
は
業

績
連
動
で
支
給
さ
れ
る
組
織
が

多
い
こ
と
か
ら
、
会
社
の
経
営

状
況
や
情
勢
に
つ
い
て
情
報
交

換
し
ま
し
た
。

同
時
要
求
に
つ
い
て
は
サ
ー

ビ
ス
連
合
の
方
針
に
の
っ
と
り
、

総
実
労
働
時
間
短
縮
に
む
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
要
求
内
容

を
検
討
し
て
い
る
加
盟
組
合
が

多
く
、
休
日
数
増
加
と
１
日
の

所
定
労
働
時
間
の
バ
ラ
ン
ス
を

ど
の
よ
う
に
す
る
か
な
ど
、
闊

達
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
時
間
外
労
働
の
削

減
に
つ
い
て
は
、
36
協
定
が
順

守
さ
れ
て
い
る
か
否
か
を
日
頃

ど
の
よ
う
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い

る
か
、
１
分
単
位
の
時
間
外
労

働
の
管
理
方
法
に
つ
い
て
も
質

疑
が
な
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
・
多
様
性
推
進
の

項
目
に
つ
い
て
は
、
生
理
休
暇

の
名
称
変
更
と
取
得
事
由
の
拡

大
を
検
討
し
て
い
る
組
織
が
多

い
も
の
の
、
導
入
に
む
け
て
慎

重
な
姿
勢
を
取
る
会
社
も
あ
り
、

団
体
交
渉
で
ど
の
よ
う
に
要
求

を
前
進
さ
せ
れ
ば
よ
い
か
質
問

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
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編

後
集

記

４
月
に
入
り
、
新
年
度
を
迎

え
る
企
業
も
多
く
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
街
を
歩
く

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
新
入
社
員
の
方

た
ち
を
見
か
け
る
と
、
私
も
×

×
年
前
に
真
新
し
い
ス
ー
ツ
に

袖
を
通
し
、
緊
張
し
な
が
ら
入

社
式
に
向
か
っ
た
こ
と
を
今
で

も
思
い
出
し
ま
す
。

ま
た
、
全
国
各
地
で
気
温
上

昇
に
伴
い
、
過
ご
し
や
す
い
季

節
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
気
温

は
上
が
っ
て
も
こ
れ
以
上
物
価

は
上
が
っ
て
欲
し
く
な
い
も
の

で
す
。
物
価
上
昇
に
負
け
な
い

賃
上
げ
を
掲
げ
て
春
季
生
活
闘

争
に
取
り
組
み
、
３
月
末
ま
で

に
多
く
の
加
盟
組
合
が
交
渉
妥

結
に
至
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の

取
り
組
み
に
改
め
て
敬
意
を
表

す
る
と
と
も
に
、
ま
だ
ま
だ
交

渉
が
真
っ
只
中
の
加
盟
組
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
最
後
ま
で
組

合
員
の
生
活
を
守
る
た
め
、
と

も
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

そ
し
て
春
は
変
化
の
季
節
で

す
。
環
境
の
変
化
に
よ
り
期
待

や
不
安
が
入
り
混
じ
る
時
期
で

す
が
、
組
合
員
が
困
っ
た
と
き

に
気
軽
に
相
談
で
き
る
場
所
が

労
働
組
合
で
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
連
合
も
職
種

や
業
種
の
枠
を
超
え
て
、
こ
の

産
業
の
発
展
の
た
め
＂
櫻
〟
田

あ
す
か
会
長
を
筆
頭
に
い
つ
ま

で
も
散
る
こ
と
の
な
い
結
束
力

で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

４
月
１
日
と
い
え
ば
エ
イ
プ

リ
ル
フ
ー
ル
と
し
て
有
名
で
す

が
、
本
紙
で
は
嘘
偽
り
な
く
皆

さ
ん
に
と
っ
て
後
押
し
と
な
る

記
事
を
今
後
も
掲
載
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
安
心
し
て
お
読
み

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

�

（
Ｓ
・
Ｎ
）

当
ホ
テ
ル
は
、
前
身
で
あ
っ
た
江

戸
・
宝
暦
年
間
に
開
業
し
約
３
０
０

年
余
の
伝
統
を
誇
る
「
吉
田
屋
旅
館
」

か
ら
、
海
を
見
渡
す
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ

ル
と
し
て
昭
和
40
年
に
「
鴨
川
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
」
へ
と
社
名
変
更
さ
れ

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
古
く
か
ら
の
歴

史
あ
る
ホ
テ
ル
で
あ
り
、
天
皇
皇
后

両
陛
下
や
内
閣
総
理
大
臣
な
ど
も
宿

泊
さ
れ
、
ホ
テ
ル
の
２
Ｆ
に
は
来
館

時
の
写
真
な
ど
が
掲
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
将
来
に
わ
た
り
お
客

様
に
よ
り
満
足
し
て
頂
け
る
宿
へ
生

ま
れ
変
わ
る
べ
く
、
多
く
の
改
装
や

増
築
を
実
施
し
て
現
在
の
鴨
川
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
グ
ル
ー
プ
施
設
で
は
、
山
口
県
に

伊
勢
志
摩
リ
ゾ
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
株
式
会
社
は
、
三
重
県
・
伊
勢
志

摩
エ
リ
ア
を
拠
点
に
、
地
域
の
自
然
・

文
化
・
食
の
魅
力
を
最
大
限
に
活
か

し
た
リ
ゾ
ー
ト
運
営
を
手
が
け
る
企

業
で
す
。
２
０
１
７
年
の
統
合
を
経

て
「
鳥
羽
国
際
ホ
テ
ル
」「
潮
路
亭
」

「
Ｎ
Ｅ
Ｍ
Ｕ　

Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
」「
Ｎ

Ｅ
Ｍ
Ｕ　

Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｆ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
」

の
4
つ
の
事
業
所
を
展
開
し
て
お
り
、

英
虞
湾
を
は
じ
め
と
す
る
美
し
い
海

岸
線
、
豊
か
な
里
山
の
風
景
、
そ
し

て
歴
史
あ
る
伊
勢
の
文
化
に
囲
ま
れ

た
環
境
の
中
で
、
訪
れ
る
す
べ
て
の

お
客
様
に
上
質
で
心
に
残
る
滞
在
体

験
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
Ｎ
Ｅ
Ｍ
Ｕ　

Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｏ

Ｒ
Ｔ
で
は
現
在
、
２
０
２
６
年
4
月

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
む
け

て
、
伊
勢
志
摩
の
自
然
を
満
喫
す
る

新
ヴ
ィ
ラ
「
ヒ
ル
ズ
ヴ
ィ
ラ
」「
フ
ォ

レ
ス
ト
ヴ
ィ
ラ
」
や
、
プ
ー
ル
、
テ

伊
勢
志
摩
リ
ゾ
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
労
働
組
合

鴨
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
労
働
組
合

ホ
テ
ル
西
長
門
リ
ゾ
ー
ト
、
東
京
都

内
に
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
（
ス
マ
イ
ル

ホ
テ
ル
）
2
棟
の
営
業
も
し
て
お
り

ま
す
。

組
合
活
動
と
し
ま
し
て
は
、
山
口

県
勤
務
の
組
合
員
と
合
わ
せ
て
60
名

程
の
少
な
い
労
働
組
合
と
は
な
り
ま

す
が
、
日
々
活
発
な
意
見
交
換
を
し

て
お
り
、
組
合
員
の
労
働
環
境
改
善

の
た
め
、
日
々
会
社
と
の
交
渉
な
ど

に
も
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。

今
後
も
組
合
員
の
意
見
を
取
り
入

れ
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
目
指

し
て
、
組
合
員
と
と
も
に
組
合
活
動

に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ラ
ス
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
を
備
え
た
「
ヒ

ル
ト
ッ
プ
ハ
ウ
ス
」
の
新
設
を
進
め

て
お
り
ま
す
。  

労
働
組
合
に
は
4
つ
の
事
業
所
で

約
１
５
０
名
の
組
合
員
が
所
属
し
て

い
ま
す
。
社
是
で
あ
る
「
ひ
と
つ
屋

根
の
下
」
を
体
現
で
き
る
よ
う
、
新

入
社
員
に
む
け
た
観
光
体
験
の
実
施

や
歓
迎
会
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活

動
や
Ｂ
Ｂ
Ｑ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
様
々
な

活
動
を
お
こ
な
い
、
各
事
業
所
の
垣

根
を
超
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
活
性
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

伊
勢
志
摩
の
魅
力
を
国
内
外
へ
発

信
し
、
訪
れ
る
人
々
と
地
域
を
つ
な

ぐ
架
け
橋
と
な
る
こ
と
。
そ
れ
が
伊

勢
志
摩
リ
ゾ
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

使
命
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
と
と

も
に
、
新
た
な
価
値
を
創
造
し
続
け

て
ま
い
り
ま
す
。
三
重
県
に
旅
行
に

来
ら
れ
た
際
は
ぜ
ひ
、
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

春季生活闘争打合せの様子　関中央執行委員長（左）
五十嵐鴨川支部長（中央）　吉野中央書記長（右）レクリエーション活動の様子

３
月
２
日
、
サ
ー
ビ
ス
連
合

の
政
策
推
進
議
員
懇
談
会
の
顧

問
で
、
前
の
会
長
で
あ
る
大
塚

耕
平
氏
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
発
生
前
で
あ
る
２
０
１
９
年
、

政
策
の
更
な
る
実
現
に
む
け
て

国
会
議
員
へ
の
働
き
か
け
を
強

化
し
始
め
た
サ
ー
ビ
ス
連
合
に

対
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
経

済
を
牽
引
す
る
人
流
・
物
流
を

担
う
産
業
と
い
う
観
点
か
ら
、

強
い
関
心
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
の
意
見
交
換
を
つ
う
じ
、

私
た
ち
の
産
業
の
課
題
と
政
策

を
理
解
す
る
国
会
議
員
と
し
て
、

第
25
回
参
議
院
議
員
選
挙
で
は

サ
ー
ビ
ス
連
合
と
し
て
大
塚
氏

の
推
薦
を
決
定
し
ま
し
た
。
当

選
後
は
政
策
実
現
の
み
な
ら
ず
、

政
策
の
策
定
段
階
で
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
る
な
ど
、
大
塚
氏
と

の
関
係
性
が
深
ま
る
な
か
で
、

産
業
を
理
解
し
政
策
を
推
進
す

る
国
会
議
員
の
仲
間
が
必
要
で

あ
る
と
の
認
識
が
一
致
し
、サ
ー

ビ
ス
連
合
と
し
て
初
と
な
る
政

策
推
進
議
員
懇
談
会
の
設
立
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。
設
立
に
あ

た
っ
て
は
、
産
業
に
関
心
を
も

つ
国
会
議
員
へ
の
呼
び
か
け
や
、

初
代
会
長
と
し
て
会
運
営
に
尽

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
た
ち
産
業
の
危
機
で
も

あ
っ
た
２
０
２
０
年
か
ら
３
年

半
に
お
よ
ぶ
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、

首
相
官
邸
を
始
め
と
し
た
各
省

庁
等
へ
の
12
次
に
わ
た
る
緊
急

要
請
に
つ
い
て
、
議
員
懇
談
会

の
会
長
と
し
て
要
請
の
実
現
に

む
け
自
ら
調
整
い
た
だ
く
な
ど

多
大
な
尽
力
を
い
た
だ
き
、
雇

用
調
整
助
成
金
の
特
例
措
置
の

延
長
な
ど
産
業
で
働
く
も
の
の

雇
用
・
生
活
を
守
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
国
会
で
は
大
塚
氏

の
見
識
、
人
柄
、
経
験
に
よ
る

幅
広
い
人
脈
を
つ
う
じ
、
政
策

推
進
議
員
懇
談
会
も
「
政
策
の

発
表
」
の
場
に
留
ま
る
こ
と
な

く
、
政
策
策
定
段
階
で
省
庁
実

務
担
当
者
を
ま
じ
え
た
協
議
の

場
と
し
て
実
現
し
た
ほ
か
、
コ

ロ
ナ
禍
で
は
、
私
た
ち
産
別
が

相
対
す
る
各
業
界
団
体
の
常
任

役
員
を
招
き
、
未
曽
有
の
感
染

症
に
労
使
の
団
体
と
し
て
課
題

感
の
す
り
合
わ
せ
を
つ
う
じ
、

産
業
全
体
と
し
て
課
題
を
共
有

し
、
産
別
の
政
策
要
請
や
報
道

発
表
な
ど
の
具
体
的
な
ア
ク

シ
ョ
ン
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

課
題
の
本
質
を
捉
え
る
視
点
、

省
庁
に
働
き
か
け
る
う
え
で
の

要
諦
な
ど
、
大
塚
氏
か
ら
多
く

の
学
び
、
示
唆
、
指
導
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
私

共
の
産
業
に
対
す
る
ご
尽
力
に

心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
と
と
も

に
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り

も
う
し
あ
げ
ま
す
。

哀 悼

大
塚
　
耕
平
　
氏
（
サ
ー
ビ
ス
連
合
政
策
推
進
議
員
懇
談
会
　

顧
問
・
前
会
長
、
元
参
議
院
議
員
）

サービス連合の組合員は誰でも利用できます。
法律に関することならどんな内容でも構いま
せん。相談内容は一切秘密にされ相談者の名前
や相談内容が外部に漏れることはありません。
労働組合に対しても本人の了解なく漏らすこと
はありません。

毎月第２水曜日
18時30分～20時30分
「サービス連合本部」（東京）

※サービス連合の顧問弁護士事務所である「東京共同法律事
務所」、ならびに「ナンバ合同法律事務所」では、組合員からの相
談を直接受けつけています（初回相談無料）。「サービス連合の
○○組合」と「相談者の名前」をお伝えください。相談内容の秘
密は厳守されますので、ひとりで悩まずにご相談ください。

03-3341-3133
06-6633-5777

※電話相談及び初回の面談相談は無料ですが、事件として委任した場合や
　文書作成などを依頼した場合は有料となります。

ひとりで悩んでいませんか?組合員向け

無料法律相談のご案内無料法律相談のご案内無料法律相談のご案内

開催日時と会場

ご希望の場合は
サービス連合本部に
ご連絡ください。

東京共同法律事務所 （東京）

（大阪）ナンバ合同法律事務所


